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　コンクリートは長年、世界中で使用されており、我々の生活に欠かせない建設材料である。一方で、セメン

トの製造では全産業の5%に達するCO₂が排出される、良質な骨材の入手が困難になりつつある、コンクリー

トがれきの循環利用が困難であるなど、環境負荷や持続性といった面で課題を有する材料でもある。また、セ

メントの主原料である石灰石の枯渇も憂慮されている。

　そのような中、コンクリートがれきを木材で接着した植物性コンクリートが開発された。セメントを使わな

いためCO₂の削減が可能であり、コンクリートを上回る曲げ強度を有する。コンクリートがれきが木材で接着

された材料であるため、生分解性も期待できる。また本技術を応用すると、特定の資源を必要とせず、どこに

でもある砂や砂利と植物からの製造も可能であるため、発展途上国など多くの地域での土木／建築材料の生産

が可能となる。用途としても、コンクリートのみでなく木材やレンガ、石こうボード等との代替が見込まれ、

また土木／建築材料のみでなく、家具や雑貨などへの適用も可能であり、大きなポテンシャルを有する材料で

ある。

　人間活動に伴う環境負荷低減のため、植物性コンクリートへの期待は大きいが、これまでにない新材料であ

るため、様々な使用条件、暴露条件での耐久性や性能については不明な点がある。植物性コンクリートを適切

に広く活用していくためには、様々な分野でのニーズや要求性能、耐久性のデータ等の情報を、多角的に収集

し共有することが必要である。本研究会では植物性コンクリートの安全・安心な普及を目的として、情報交換

を行う。

 

参　加　費：賛助員の場合： 20万円（別途賛助員年会費1口10万円がかかります）

 非賛助員の場合：30万円

 ※上記以外の参加形態もありますので、詳細はお問い合わせ下さい。

 参加人数による参加費・年会費の制限なし

定　　　 員：最小2社、最大10社

運 営 方 法：年３～４回程度研究会を開催予定






